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Ｉはじめに

大学一般体育の授業でテニス（主にグラウンドスト

ローク）の指導を一学期間受けても，グラウンドスト

ロークが出来ない学習者が少数ながらいる。もちろ

ん，筆者の指導にも問題があるだろうが，筆者のテニ

スの指導に関する考えと，学習者が授業に求めること

との間に「隔たり」がありすぎることが，グラウンド

ストロークが出来ない学習者がいることの主要囚と考

えている。その隔たりがあることには，人間の視覚亜

視，観念重視傾向があることや，それまで（小学校，

中学校，高校）のスポーツ教育のあり方の影響を学習

者が受けていることが関与していると考えられる。そ

こに直接的ではないが大学一般体育でのスポーツの履

修制度，指導体制のあり方も関与しているだろう。本

来，スポーツはしてもしなくてもいい自由があるか

ら，大学でスポーツ履修の制度が必修でいいのかどう

かという問題もある。現在，大学教育改革でその制度

も変わりつつあるが，まだ必修制度があるものとして

グラウンドストロークが出来るようになれない学習者

がいることの問題を考えていく。グラウンドストロー

クが出来そうにない学習者，出来そうな学習者，もう

すでに出来るようになっている学習者（以下にそれぞ

れをＡ，Ｂ，Ｃと記す。Ａ，Ｂがいわゆる初心者で，
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Ｃが経験者である）の承ポーツ観，授業観，グラウン

ドストロークに対する身体的能力，イメージを，また

授業におけるＡ，Ｂ，Ｃの関わり方などを見て，躯者

の考えと学習者が望むこととの隔たりがどんなものな

のかを考察していく。そして隔たりにはどんな意味が

あるのか，それはどうして生まれるのかなどを考察し

て，特にテニスが出来そうにない学習者への指導，彼

らの学習への一助としたい。

指導現場では，技の仕方や指導の仕方の客観的なこ

とを参考に指導するにしても，教師と学習者の主観に

亜要な役胤がある｡uいろんなことを数量化して客観的

に示すことも大切だろうが，敢えて筆者が主観的に感

じていることを述べる。筆者のそれと，テニスを指導

している教師が，また学んでいる学習者が主観的に感

じていることとを比べ合わせて貰う方が，より指導，

学習に生かされると考えるからである。

Ⅱテニスを指導する時に筆者が学習者に望

むこと

１テニスを習得するとは

テニスを習得するということは，普通ゲームが出来

るということであろう。ゲームが出来るには最低限，

下からのサービス，グラウンドストローク，「ゲーム

の動き」（ポジションどり，ダブルスケームならパー

トナーとの連携，連絡など）が出来る必要がある。ダ

ブルスゲームへの導入段階なら，四人とも後衛でグラ
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ウンドストロークが出来ればいいのであるが，ペアの

一人が後衛，もう一人が前衛のダブルスゲームの場合

は，前衛はネット際で，来ている打球にノーバウンド

でラケット面を打球方向，角度に向けて当てるだけの

ボレーでいいから出来る必要もあるだろう。この初歩

的なボレーはバックスイングをほとんどしないで，打

球方向，角度にラケット面を向けてボールに当てれば

スイングが終わるもので，グラウンドストロークの一

部分と考え，グラウンドストロークへの導入としても

やらせている。もちろん，ワンバウンドとノーバウン

ドの違いがあるのだが，よい打点で打球方向，角度に

ラケット面を向けて当てる感覚を，この初歩的なボ

レー練習で掴ませている。下からのサービスはグラウ

ンドストロークでのラリーを始める時の球出しでもあ

り，グラウンドストロークと同じようにラケットを動

かす動きである。ケームの動きを習得するには，グラ

ウンドストロークでのラリーがある程度は自由に出来

る必要がある。また，グラウンドストロークの，ある

いは球出しの打ち上げる角度を高くしたのがロビン

グ，ロビングの球出しであり，その打球をコントロー

ル出来ないと相手がスマッシュ練習を出来ないことに

なろう。相手がボレー練習をする時も，こちらのグラ

ウンドストロークの打球がコントロールされる必要が

あるだろう。だからテニスを習得させるということ

は，グラウンドストロークでのラリーを出来るように

させることと考えている。

２グラウンドストロークが出来るとは

前述したようにクラスの中にはＡ，Ｂ，Ｃがいる。

Ａは一般的に，グラウンドストロークに対する「レ

ディネスが不足」（スピード感覚が少ない，緩い打球

が来てもラケット面の真ん中にポールを当てられな

い，よい打点を予測出来ないなど）の状態があった

り，スイングをする時に力を入れ過ぎたり，勢いを使

い過ぎたりする「癖の動き」を持っていたり，自分が

今どんな動きでポールを打ったかを「自己観察できな

い」状態などがある。例えばラケットを振り出す前に

反動をつけていること（いわゆる「二度引き｣）が自分

では分からないことが，自己観察が出来ないという一

例である。出来そうにない者と表現しているが，その

者の能力状態に適した段階を追って練習していけば，

テニス（グラウンドストローク）は誰でも出来るよう

になれると筆者は考えている。

グラウンドストロークが出来るとはケームの中でラ

リーが出来ることと捉えたいが，ケームになるとどう

しても勝ちたいということになり，能力差があればラ

リーが出来ないことになりやすい。クラスの中にはＡ
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もし､ることから「その者なりに打球を安定してコント

ロール出来ること」と筆者は捉える。その者なり｝こと

は，相手からの打球がその者が今持ち合わせている能

力内で対処できる打球なら，ある程度は安定してコン

トロールして打ち返せる，つまりラリーが出来るとい

うことである。極論すれば，一般的にショートラリー

と言われているよりももっとショートに，ネットの向

こうｌ～２ｍに打球を落としバドミントンのヘアピン

のようなラリーでも出来るなら，筆者はグラウンドス

トロークが出来ると考えるということである。また，

打球をコントロールする内容には，相手コート内に打

球を入れることを必須事項として，打球のコース，長

短，高低，緩急，打球に回転を与えるかけ具合など

が，場面に応じて複合されたものと考えられる。場面

には，グラウンドストロークでラリーを，相手はボ

レーでラリーをしている場面，それも習い始めや，少

し出来るようになってから何かを課題にしての練習場

面，あるいは試合場面などがある。またいずれの場面

も，相手からの打球の状態，相手の能力状態，相手の

コート内外での位置などによる違いがある。いろんな

場面と，コントロールする内容を考え合わせるとグラ

ウンドストロークが出来ることには，その者なりに打

球をコントロール出来る内容と，そのでき具合に

幅広い段階，つまり発展性があると考えられるだ

ろう。

３みんながグラウンドストロークが出来るには

筆者はクラスの中のより多くの者が，つまりＡもグ

ラウンドストロークでのラリーが出来るようにと望ん

でいる。そのためには，習い始めにはＡの能力状態に

適する指導をＢ，Ｃに対してもして，誰もが相手のＡ

が打てそうな緩い，短い，コースがほぼ一定の打球

（以下には「相手のＡが打てそうな打球」と記す）を

コントロールして，ある程度は安定して打てる必要が

あると考えている。なぜなら，授業内ではＡとＢ，Ａ

とＣの組承合わせでも，もちろんＡ同志の組糸合わせ

でも練習する場面がある。Ａは速い打球，長い（深

い）打球，コースが不安定な打球のうちのどの打球が

来ても普通，よい打点が取れないこと，ラケットの振

り出しのタイミングが合わないこと，相手からの速

い，長い打球を打ち返すには力が要るという感じでラ

ケットを勢いよく振ることなどから，相手（Ａはもち

ろん，Ｂ，Ｃでも）が打てそうな打球を全くと言って

いいほどコントロールして打てないからである。する

と相手からは，自分（Ａ）が打てそうな打球は返って

来ないだろう。更にポールをよく弾くラケットと，よ

く弾むポールという道具の特徴がある。Ａ，Ｂ，Ｃの
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誰もが，ある程度は安定して「相手のＡが打てそうな

打球」を打てないと，Ａは自分の能力状態に適するグ

ラウンドストロークの仕方のコツを掴めないし，レ

ディネス不足の充足も，欠点の修正も，癖の動きの修

正もできないことになる。

そしてＢ，Ｃが「相手のＡが打てそうな打球」を打

つ練習をすることは，彼らがＡの状態（Ａがグラウン

ドストロークが出来ない気持ちや感じなど）を多少と

も理解，実感し，Ａと「共存」できる能力（｢相手のＡ

が打てそうな打球」を打てる能力）を身につけて欲し

いからである。極論すればＢ，Ｃは，グラウンドスト

ロークなら自得できる能力を持つ者たちで，どんな指

導（例えばここに挙げているＡの能力状態に適する指

導）を受けても，グラウンドストロークが出来るよう

になれる能力を持つ者たちであろう。この指導はＡた

ちと共存できる能力をＢ，Ｃにつける指導でもある

が，Ｂ，Ｃが後々，速い打球をコースなどもコント

ロール出来て，その安定性や正確性を備えた[hM広い実

技能力を持つことにも繋がってくると筆者は考えてい

る。それはともかく，Ｂ，ＣがＡと共存できる打ち方

をしてくれないと，Ａはグラウンドストロークがほと

んど出来るようにはなれないと見ている。

４「相手のＡが打てそうな打球｣をコントロールするには

ａラケットの振り出しのタイミングをあわすことの

大切さ

「相手のＡが打てそうな打球」を打てるには，よ

い打点を取れること，スイングのスピードをゆっく

りすること，インパクトあたりでの力の入れ方，入

れ加減をうまくすることはもちろんのことである

が，特に緩い，短い打球を打てるラケットの振り出

しのタイミングを身につける必要がある。王者はこ

のタイミングを伝えることが，グラウンドストロー

クを指導する時の一番唾要なポイントと考えてい

る。このタイミングとは，よい打点でボールをヒッ

ト出来る所へ身体を運んでおき，なおラケットを準

伽しておき，自分の方に進んで来ている打球にあわ

せて，よい打点でヒット出来るようにラケットを振

り出すことである。緩い，短い打球を打てるように

ラケットの振り出しのタイミングがあう（ゆっくり

振り出せる）と，よい打点で打球方向，角度にラ

ケット面を向けてボールに当てやすくなり，それま

でのスイングの長さで作られた運動エネルギーを打

球に伝えられ，打球のコースも高さもコントロール

しやすいようである。一般的にはラケットの振り出

しのタイミングが遅い（一気に振り出す）者が多

く，インパクトでラケット面を打球方向，角度に向

けてポールに当てられなくなり（よく言われるラ

ケット面を振り回すこと）,せっかく作った運動エネ

ルギーをポールに伝えられなくなり，打球をコント

ロール出来なくなるようである。例えば，グラウン

ドストロークが出来る者でもハードコートで雨が降

り始めた時や，相手の打球がイレギュラーバウンド

した時は，たいてい振り出しのタイミングが遅れ

て，ラケットを一気に振り出す感じになり，打球は

飛び過ぎたり，コースが狂ったりすることが多いよ

うにである。ラケットを振り出す前の｢二度引き｣も

同じ理由からよくないと言われるのだろう。相手の

能力状態によっては，もっと緩い，短い打球を打っ

てあげないといけない時も，つまり，もっとゆっく

りラケットを振り出すことが必要な時もある。

ｂ習い始めにはラケットを振り抜かせない指導をする

「相手のＡが打てそうな打球｣を学習者承んなに打

たせるには，もう一つ習い始めにはラケットを振り

抜かせない指導が大切と考えている。このことには

もちろん,緩い,短い打球を打てるようなラケットの

振り出しのタイミングを掴ませることが関係してい

る｡ラケットを一気に振り出すと，どうしても振り抜

いてしまい前述したようにインパクトでラケット面

を振り回してしまうことになりやすい。すると打球

をコントロール出来ないし，ラケット面にポールが

きれいに当たれば,速すぎたり,飛びすぎたりする打

球になるだろう｡習い始めに,たとえラケットをゆっ

くり振り出しても振り抜いてしまうと,ＡもＢも,特

にＡはほとんど打球をコントロール出来ないようで

ある。Ｃの中にもラケットを振り抜くと，打球の

コースをコントロール出来たとしても,緩く，短く打

つことは出来ない者がいる｡つまり,そのＣはＡと共

存できる幅広い実技能力を持っていないということ

であろう。Ｃの中のほんの一部の者がラケットを振

り抜いたとしても「相手のＡが打てそうな打球」を

コントロール出来るようである。一般的には授業の

中にそんなＣは少ないようである｡後を,ケームをす

るようになって相手からの打球が速くなってくる

と，ラケット面でポールを｢押し｣（ラケット面から

の｢球離れがよすぎない｣と表現している）ながらラ

ケットを振り抜かないと,打球は飛び過ぎることが

多いことを説明,示範しておき，習い始めにはラ

ケットを振り抜かせない指導を染んなにする。

岐初は，緩く投げられたポールを，あるいは緩く

球出しされた打球を，ラケットをゆっくり振り出す

タイミングを掴むことを練習しながら，よい打点で

ラケット面を打球方向，角度に向けてポールに当

て，面をそのままの向きで１０～15ｃｍぐらい動かした
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ら振り終るぐらいで一本打ちを練習させている｡2〕ラ

ケットを振り抜かない練習を長期間すると，後々ラ

ケットを振り抜けなくなる者が時々いるから注意し

ている。この１０～15cmのラケット面の動きが前述の

ポールを｢押す｣ことにも，打球のコースを，高さを

安定させることにも繋がるようである。先にグラウ

ンドストロークの指導でラケットの振り出しのタイ

ミングが重要であることを述べたが，このラケット

面でのポールの｢押し｣も重要なことで，打球にスピ

ンをかける時にも関係してくると考える。ラケット

の振り出しが一気になると，大抵ラケット面からの

球離れがよくなり，つまり｢押し｣がなくなり，打球

が飛び過ぎるという関係があるようである。

ｃショートラリーの練習

一本打ちの練習で「相手のＡが打てそうな打球」

を打てるようになると，ショートラリーをさせる。

一本打ちをするよりも，ラリーの方が打ち方のコツ

を掴む練習を，レディネス不足の充足をする機会が

多くなるし，興味が増えるからである。ショートラ

リーが出来ることは，ラケットの振り出しをゆっく

り出来ることであり，打球をコントロール出来るこ

とでもある。ショートラリーが出来るようになれ

ば，それまでのスイングの過程をとって，ほんの少

し余計に力を入れ，ラケットを振り抜けば長い打球

を打つことは，道具の特徴からもＡにもすぐ出来る

ようである。Ｂはショートラリーが出来ると緩い打

球でならロングラリーもすぐ出来るようである。普

通，週１回の授業で２週目からは，Ａが関与しない

組永合わせではロングラリーをさせている。しかし

Ａの中には，長い打球が来るとよい打点が取れない

者も出てくるし，長い打球は短い打球に比べて速い

から，ラケットの振り出しのタイミングが合わない

者も出てくるようである．筆者としてはショートラ

リーをしているうちに，自然にロングラリーになっ

て来ることを待つ考えである。極論すれば，ロング

ラリーになるまではケームをさせないでも待つ考え

である。その時，筆者が学習者に注意することは，

相手に打ち返すとその場所より少しはベースライン

よりに下がって相手の打球を待てということであ

る。相手もそんなに短くは打ってくれないし，短く

ても打球は自分の方に向かってくるからである。ロ

ングラリーになって，またグラウンドストロークが

出来なくなるとショートラリーに戻るように指導し

ている。Ａがロングラリーが出来るようになって

も，打球のコース，高さ，長さなどを変化させてコ

ントロール出来るには，またその安定性を得るには

時間がかかるようである。指示を出さないとＡ同志
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で練習する傾向がある。Ａ同志の組銭合わせを少な

くするためにもローテーションをさせている。Ｂ，

Ｃが関与する組み合わせの時には，お互いが出来る

なら速い打球をコースも長短もコントロールして，

安定して打てるようにと練習させている。

５ラリー練習とゲームを繋ぐ

グラウンドストロークでその者なりに打球を安定し

てヨントロール出米るようにと学習者に望むことは，

グラウンドストロークを習得する時に，ボレーやス

マッシュ（スマッシュは時間不足で授業では指導して

いない）を習得する時に，またケームの動きを習得す

る時に，特にＡとＢ，Ｃとの共存を，最終的にはゲー

ムでの「過程のよさ」（味方との連携，連絡，相手との

攻防などがうまく出来ること）のその者なりの発展を

望んでいるからは言うまでもないだろう。ラリー練習

で打球をある程度安定してコントロール出来るように

なると，筆者はケーム形式の中でラリー練習をする課

題を与える。一人が前衛，もう一人が後衛の形のダブ

ルスケームで，ポジションどりやパートナーとの連

携，連絡が出来るようになる練習も含めて，後衛同志

のラリー練習をする。下からのサービスから１回と数

えて４回まではサーバーとレシーバーを結ぶ方向でラ

リーを続け，その後は何処へ打ってもいいが，出来る

だけ相手の前衛に取られないように，また簡単にミス

をしてラリーを途絶えさせないようにという課題でラ

リー練習をさせる。５回目の打球を相手の前衛をロビ

ングで越すことまで規定してラリー練習をさせること

もいいだろう。また，グラウンドストロークに対して

幅広い実技能力を持つ者同志のペア（台と呼んでい

る）と，まだ安定してはグラウンドストロークが出来

ない者同志のペアとがケーム練習をしたり，ケームを

したりする。台は出来ない者をリードすること，出来

ない者は簡単にミスをしないことを課題にしてであ

る。特にＡがテニスを習得するためには，ケーム練

習，台とのケーム練習をするなどの時間を長く取る必

要があると考えている。もちろん，ラリー練習の時に

も，Ｂ，ＣにＡとの共存を頼むばかりでなく，Ｂ，Ｃ

の組桑合わせの練習も考慰したように，ゲーム練習，

ゲームにおいても教師はペアの組象合わせや，対戦ペ

アを考慮する必要もあるだろう。

Ⅲ学習者のグラウンドストロークの習い方

ｌ

ａ

Ａのグラウンドストロークの習い方の一般的傾向

習い始めから速い打球を求める傾向

習い始めに誰もが「相手のＡが打てそうな打球」
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を打てるようにと指導することを，Ａの中にも謝る

者がいるし，Ｂ，Ｃは嫌がる傾向があると兼者は見

ている。前述したショートラリーの練習をやり始め

た時は，二人の能力状態にもよるが，打球をネット

上２ｍぐらいを通してネットとサービスラインの中

間ややサービスラインよりに，お互いが落とすぐら

いでやらせる。それまでに緩く，短く球出しされた

打球を「相手のＡが打てそうな打球」を打つ一本打

ちの練習をしていても，いざネット越しにショート

ラリーをするとなると，Ａはよい打点が取れてもラ

ケットを一気に振り出したり，インパクトで一気に

力を入れて，緩い，短い打球のコースを安定して打

てない者が多いようである。Ａにとってはそんなに

短く打つことも難しいのかも知れない。そこで少し

長く打たせると，相手からの打球も短い打球の時よ

りは速くなり，Ａは今度はよい打点が取れなくなっ

たり，取れても打球を長く飛ばそうとしてか，なお

一層，一気にラケットを振り出したり，力を入れ過

ぎてインパクトでラケット面を振り回したり，さら

にはラケットを振り抜いてしまう傾向がある。なお

速い，何処へ飛ぶかわからない打球が相手にいくよ

うである。相手がＢ，Ｃで共存能力や共存する気持

ちを持っていても，そんな打ち方の打球が来ると彼

らも「相手のＡが打てそうな打球」をコントロール

しては打ち返せないようである。Ａ同志の組み合わ

せでもお互いがそんな打ち方を，またＡが壁打ちで

グラウンドストロークの練習をする時でも，壁に向

かってそんな打ち方をする者が多いようである。そ

こにはグラウンドストロークは「こうするもの」

（例えばラケットは振り抜いてしまうもの，ある程

度は速い打球を打つもの）というイメージがＡに肢

初からあるからと考えられる。もちろん，Ａが「相

手のＡが打てそうな打球」をコントロールして打て

ないことには，Ａのレディネス不足などの状態が関

係するだろう。そんな状態があるからこそ，筆者は

Ａにも「相手のＡが打てそうな打球」をコントロー

ルして打てるようにと指導するのである。しかし，

Ａの中には先のグラウンドストロークのイメージに

縛られ，自分の能力以上のことを習い始めから求め

ようとする者が多いようである。だから，自分が今

どのようにラケットを動かしてポールを打っている

のかを自己観察する余裕もなくなり，グラウンドス

トロークをなかなか習得出来ないのだろう。

ｂ授業態度と授業後

本人は筆者が出す課題をやっている積もりなのか

も知れないが，その課題をほとんど実践してくれな

いで，グラウンドストロークがなかなかうまく出来

るようになれないから，自分はテニスに不向きだと

いうＡもいる。授業時間外に１対１で指導しても指

導し切れないようなＡも時々いる。もちろん筆者の

指導にも問題があるのだろう。しかし，そんなＡは

相当なレディネス不足の上に，力の入れ方などに癖

の動きを持ち，先のグラウンドストロークのイメー

ジを特に強く持っているようである。中には学期の

初めからではないにしても，自分にはテニスが出来

るようになれるわけがないと虚無的な授業態度の者

も，また自分なりにうまく出来ることなんてどうで

もいい，その場が楽しければそれでいいというよう

な利那的な授業態度の者もいる。つまり，グラウン

ドストロークの習得やその発展を望んでいないよう

な者で，彼らは打球をコントロール出来なくても，

とにかく打球が飛んでいくからいいぐらいに思って

いるようである。虚無的，利那的な授業態度の者が

いることには，それまでのスポーツ教育のあり方の

その学習者への影響，大学でスポーツを履修しなけ

ればならない必修制度，筆者の指導の仕方などが複

合的に関わるのだろう。

緩い打球でなら，コースをコントロールしてロン

グラリーがある程度安定して出来るようになったＡ

の中に，学期が終わり，速い打球は打つが打球の長

短，コースをあまりコントロール出来ない友達とラ

リーを，あるいはケームをして，せっかく身につけ

たラケットの振り出しのタイミング，力の入れ方，

ラケット面の使い方などを狂わせてしまう者や，自

分には速い打球が打てないからとテニスをやめてし

まう者もいるようである。この傾向は筆者の授業の

中でも，ゲームをし始めるとある。つまり，Ａが打

球のスピードに徐々に慣れていくことをＢ，Ｃが

待ってあげない，Ａ自身がそれを待てない傾向であ

る。ここにも前述したグラウンドストロークのイ

メージの影響があるものと考えている。

２Ｂ，Ｃのグラウンドストロークの習い方の一般的

傾向

ａ速い打球を打つがコントロールが不安定

グラウンドストロークに対するレディネスがある

Ｂは，習い始めからラケットを振り抜いてしまい，

長い，ある程度速い打球を打つ練習から始めても，

一応グラウンドストロークが出来るようになるよう

である。しかし，週１回の授業で，その習い方では

打球の速さはあるがコースのコントロールは不安定

だし，打球がコートに入る確率は低いようである。

また，前述した「相手のＡが打てそうな打球」を打

てないようである。その理由は，その習い方ではIiij
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述したグラウンドストロークを習得するのに重要な

ポイントであるラケットの振り出しのタイミング

と，インパクトでポールをラケット面で押す動きを

しっかり身につけにくいからと考えられる。しか

し，ずっとテニスを続けていけば，自分で打ち方を

調整していってグラウンドストロークが安定して出

来るようになれる能力をＢは持っているようであ

る。Ｂはそんな能力を持っていることからも「相手

のＡが打てそうな打球」を打つ練習を嫌がるのだろ

う。前述したＡの一般的な習い方は，習い始めから

ここに挙げたＢの習い方と同じように練習すれば，

Ａもグラウンドストロークが出来るようになれる

と，つまりグラウンドストロークは「こうするも

の」というイメージに縛られていたと考える。

Ｃに属する，高校のテニス部で少しテニスを経験

してきた者や，テニスを自得してきた者の多くは，

指導しない限り「相手のＡが打てそうな打球」を打

てない者が多いようである。例えば，テニスコート

の空き時間に，彼が彼女にテニスを教えている光景

を見かける。彼女の能力状態を筆者が判断する限

り，もっと緩い打球を彼が出してあげないと，彼女

はそれこそよい打点を取れない，ラケットの振り出

しのタイミングなどを掴めない状況である。彼はそ

れだけの幅広い実技能力（共存能力）も，共存する

考えも持ち合わせていないようである。あるいは，

彼はグラウンドストロークをする時の，よい打点を

取ること，ラケットの振り出しのタイミングをあわ

すことなどの大切さを認識していないのかも知れな

い。もちろん，彼と彼女の立場が逆の場合もある。

この幅広い実技能力や，共存する考えをＢ，Ｃに教

える必要があり，その考えを理解してくれたら，彼

らにはレディネスがあるから，すぐＡと共存できる

実技能力を身につけるようである。しかし，Ｂ，Ｃ

の中にもその考えを受けつけない者もいて，「相手

のＡが打てそうな打球」を打たない（打てない）者

もいる。よくスポーツ教育の目標が人間形成にあ

り，スポーツをして社会性，協調性を養うなどと言

われる。しかし，利害関係のある社会生活において

の社会性，協調性を，利害関係のほとんど無い授業

の中でのスポーツをしたぐらいで，それを養えると

言えるのだろうか。スポーツ教育において，スポー

ツが出来る者と出来ない者が共存出来るような能

力，考えを指導をした方が，この意味での人間形成

に余程影響すると考える。それはともかく，筆者の

考えるこの指導をするとどちらかといえば，Ｂ，Ｃ

の方がＡと共存してくれる者が多く現れ，Ａの方は

前述したように自分の能力以上の打球を打とうとし

鵜川

て，相手になったＢ，Ｃを困らせる者，つまり共存

しない者が多いと筆者は感じている。

ｂ発展性のある攻防が少ないゲームの仕方

Ｂ，Ｃの中で，グラウンドストロークの練習の時

にＡと共存をしてくれない者は，ケーム練習の時に

も，前述したサーバーとレシーバーで４回ラリーを

続けることをやっとした直後に，ラリー練習の時に

も出来たことのないような打ち方をして打球をアウ

トさせ，ゲーム練習を壊す傾向が強い。Ａの中にも

時々そんな者がいる。ケームになるとグラウンドス

トロークの四つの打ち方（自分の能力に応じて，相

手からの打球を「逃げる」「繋ぐ」「崩す」「決める」

と打ち分けること）をしなさいと指導するが，それ

をしないで極端に言えば，相手からどんな打球が来

てもポイントを決めようと強打して打球を簡単にア

ウトさせ，ケームを機す者はもっと多いと筆者は感

じている。一般的にはラケット面をかぶせながら，

力まかせに打つ者が多い。相手からの打球が緩い場

合はそれでも相手コートに打球が入るが，相手から

の打球が速くなるとその打ち方ではミスが多くなる

ようである。また上からのサービスに関しても，

サービスを練習し始めたばかりだし，ケームの中で

グラウンドストロークのラリーをもっとうまく出来

るようになって欲しいからサービスエースを取らな

いように，ファーストサービスも，セカンドサービ

スも上からするとしてケームをさせる。しかし，

ファーストサービスはエースを取るように思いきり

打ってフォールト，セカンドサービスは下からし

て，レシーバーがその打球を強打して打球をアウト

させるという場面をよく見かける。他のテニスの授

業でもよく見かける。つまり，グラウンドストロー

クでは相手にボレーを，サービスでは相手にレシー

ブを練習させてあげられるコントロールや，その安

定性を身につけようとすることよりも，打球の速さ

だけを求めようとする傾向が，またケームにおける

「過程のよさ」を発展させていくことよりも，ただ

ケームに勝つことだけを求める傾向もあるように思

える。それまでのスポーツ教育で技を，ケームを発

展させることを学んできていないのではないかと思

われるほどである。

いわゆる競技スポーツでは，個会の選手の個々の

技の仕方の安定性，正確性があるから，ゲームにお

ける「過程のよさ」があり，対戦している両者が

もっと発展することに繋がるのだろう。競技スポー

ツにおける競争は一種の共存とも言えるだろう。そ

ういう意味では，筆者の授業においても，それなり

に攻防する過程があってお互いがもっと発展する競
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争を望むのだが，競争する形をとるだけで発展性の

ある攻防は少ないと感じている。

Ⅳグラウンドストロークの指導一学習にお

いて筆者と学習者が望むことの隔たり

１グラウンドストローク習得段階の順序性を逆転す

る傾向

筆者のグラウンドストロークの指導に関する考え

と，学習者のそれの習い方を考察してきて，両者の隔

たり（以下に隔たりとだけ記す）は以下のことにある

と考える。筆者は学習者承んなが，その者なりにある

程度は安定して打球をコントロール出来るグラウンド

ストロークの仕方を習得し，そのでき具合の発展を望

んだ。そのために学習者ゑんなが共存することを望ん

だ。共存するにはクラスの中にＡもいることから，特

にＡとの組み合わせの習い始めの練習場面では，お互

いが緩い，短い打球をコースもある程度は安定してコ

ントロールして打てるコツを身につける必要があると

考えた。つまり，グラウンドストロークを習得するに

は打球をコントロール出来るコツを身につけてから，

打球の速さを求めるという「習得段階の順序性」を踏

むことを筆者は学習者に望んだ。もちろん，打球をコ

ントロール出来るコツを身につけることと，打球の速

さを求めることを完全に分けて考えることは出来ない

こと，つまり打球の速さの求め具合はその場面に応じ

ての程度問題であることを認めてである。筆宕は習得

段階の順序性を踏まないと共存はしにくいと考えた訳

である。ところが多くのＡはグラウンドストロークの

習い始めから速い，長い打球を打とうとする，あるい

は打ってしまう傾向が強く，極端に言えば打球をほと

んどコントロール出来ない状況がある。また，Ｂ，Ｃ

は打球を安定してコントロール出来る（｢相手のＡが

打てそうな打球」を打てることも含む）ことよりも先

に速い打球を打つことを求め，打球のコース，長短，

高低などのコントロールや，その安定性は少ない傾向

が強いようである。

以上のような傾向から，学習者の求めるグラウンド

ストローク習得段階の順序性が筆者とは逆の傾向があ

ることに，またその傾向からそれを習得する時にＡ同

志はもちろん，ＡとＢ，Ｃとの共存が少ないことに隔

たりがあると考える。打球をコントロール出来るコツ

が身についていないうちに，速い打球を打とうとする

習得段階の順序性を逆幅する傾向は，レディネス不足

などの状態があるＡには，それの充足も，癖の動きや

欠点の修正も出来ないことになり，なおそのコツを身

につけられない「悪循環」が生じていると見る。

２隔たりが生まれる要因

学習者ふんながその者なりにグラウンドストローク

を習得できるには，筆者の考える習得段階の順序性を

踏む必要があることを説明し，指導すれば学習者は頭

でも理解できる筈だし，道具の特徴もあることから身

体でも実感できる筈だと筆者は考える。しかし，隔た

りがあった。これはその順序性を踏む必要性を学習者

は理解，実感できていないということ，あるいは頭で

は理解できるが，身体では実感できないということだ

ろう。この隔たりが生まれる要因は，打球をコント

ロール柵来るコツを身につけてから，打球の速さを求

めるという筆者の考えと，再三挙げてきたグラウンド

ストロークは「こうするもの」というイメージに学習

者が縛られている内容との対立にあると考えられる。

Ⅱ章ではグラウンドストロークが出来るとは，その

者なりに打球を安定してコントロール出来ることで，

そこに幅広い段階があると考察した。しかし，特にＡ

のグラウンドストロークの習い方における習得段階の

順序性を逆転する傾向，悪循環の傾向は，速い，長い

打球が打てなければそれが出来るとは考えられないと

いう思いが，またそれが出来るまでの過程が早くなけ

ればという思いがあり，彼らはグラウンドストローク

が出来るということを幅狭く捉えていると考える。Ａ

の能力状態から判断すると，特にＡは「速い打球を早

く打たなければ」というイメージを持っているようで

ある。これがグラウンドストロークは「こうするも

の」というイメージの内容と考えられる。Ｂ，Ｃもや

はり速い打球を早く打ちたいというイメージを持って

いるようで，そのイメージがＡと共存できる実技能力

を身につけることを妨げるように影響しているようで

ある。つまり，習い始めから学習者がグラウンドスト

ロークで「速い打球を早く打たなければ」というイ

メージを持つことに，隔たりが生まれる大きな要因が

あると考えられる。それではなぜそんなイメージを学

習者が持つのかと言えば，大学でのテニスの授業だけ

でそれが生まれる訳がないことは明らかで，それまで

のスポーツ教育のあり方に関わるだろう。それを次章

で考察する。

３隔たりが意味すること

学習者が習い始めからグラウンドストロークで「速

い打球を早く打たなければ」というイメージを持つこ

とに，隔たりの要因があった。特にＡがこのイメージ

を持つことは，レディネス不足などの自分の能力状態

をも願染ないように，「自分が自分を感じ取れなくな

る」ことを意味しているようである。このイメージを

強く持てば持つほど，打球の速さを求めることを控え
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ないと打球をコントロール出来るコツを自分も，相手

のＡも掴めないことを，また少しでも自分が打球をコ

ントロールしようと努力しないと，相手（Ｂ，Ｃ）が

共存しようと思っていても共存できないことを，Ａは

感じ取れないようである。そこには，今自分がどのよ

うに動いてポールを打ったかなどを自己観察できない

ことも関係してくるだろう。しかし結局のところ，Ａ

は自分の能力状態に適したグラウンドストロークの習

得段階の順序性を踏む必要があることを認識，実感し

ていないし，もっと言えば，自分の今の能力以上のこ

とを求めていることにも気づいていないと言えるだろ

う。だから，「相手のＡが打てそうな打球｣が打てるこ

とを過小評価する傾向もあり，その打球を打てること

が速い，長い打球が打てるようになれることに繋がる

とは考えられないというＡも中にはいる。筆者の指導

経験から，Ａが速い打球を早く打ちたければ，「相手

のＡが打てそうな打球」が打てるようになる方がか

えって早道と考える。筆者はＡに対して次のようなこ

とをよく話す。「あなたは，今でもラケットを速く振

る力は持っていますよ。しかし，今は３～４才の子ど

もにポールを受けさせるような積もりでグラウンドス

トロークを練習した方が，打球をコントロール出来る

コツを掴めますよ。それから速い打球を打つのではだ

めですか」と。もちろん，そのコツが掴めても，相手

からの速い打球を速い打球で返すようになれるには時

間がかかることも説明している。

隔たりがあることはグラウンドストロークが「出来

る」ことの学習者の認識,実感を狭くして,それの習得

段階の順序性を逆転する傾向を，それを習得する時の

二人の関係を共存よりも競争に向ける傾向を生翠，授

業の場にＡがグラウンドストロークがうまく出来るよ

うにはなれない構図を作り上げていると筆者には思え

る。これは認識だけの問題ではなく，身体でも実感し

なければならない問題であり，またＡだけの問題では

なく，Ｂ,Ｃにも関係する問題であり，更にはそれまで

のスポーツ教育のあり方とも関わる問題であろう。

vグラウンドストローク習得段階の順序性

を逆転する傾向が生まれる背景

１それまでのスポーツ教育の影響

ａ技の指導において「人間優先型の指導」が少ない

傾向

Ａがレディネス不足であるのに，ラリーが続かな

いのに，なぜ速い打球を早く打とうとするのかとい

う問題は，前述したようにＡが自分の能力状態に適

したグラウンドストロークの習得段階の順序性があ

鵜川

ることを認識，実感できにくいのはどうしてかとい

う問題であろう。その習慣段階の順序性を逆転する

傾向のあるＡは，グラウンドストロークが出来るよ

うになれない努力をしているように筆者には見え

る。だからグラウンドストロークの習得も，ゲーム

の習得も，それらの発展も望めないようである。筆

者はバドミントンの授業も担当しているが，バドミ

ントンが出来そうにない者にもこの傾向がある。例

えばケームになると，欠点を修正したり，コツを身

につけようと練習してきた技の仕方とは程遠い仕方

（一般的には力を入れ過ぎる仕方)でゲームをし，

シャトルコックをコントロール出来なくて偶然にポ

イントを取って喜ぶ者も多いと感じている。これら

のことには，それまでのスポーツ教育（ここでは球

技，特にネットを挟んでする球技を考え，以下に球

技教育と記す)で,特にその球技が出来そうにない者

には，技が出来るようになっていく段階を踏んでそ

の者なりに出来る技の仕方を，またその者なりに出

来るケームの仕方を指導していない傾向があるから

と思われる。その傾向の要因を以下に考察する。

どの学校段階のどの授業でも，その球技種目の

ケームに使われる技を一通り指導して，後半の授業

ではケームをするだろう。大学以外は普通，ｌ単元

が短期間であろう。また,どの学校段階でも１クラス

の学習者数は多いだろう。短期間で多人数に技を指

導してケームをすることから，その球技が出来そう

にない者の能力状態に適する技の仕方，ケームの仕

方の指導，つまり彼らが関与する場面に適する課題

を与える指導,いわば｢人間優先型の指導」は必然的

に少なく，どちらかと言えば,決まりきった課題（図

式技術3)）に学習者染んなをはめ込むような，いわ

ば「課題優先型の指導」傾向が強かったと見る。極

論すれば，それまでのスポーツ教育において彼らに

適する段階を踏んでの指導が少ないことが慣習とな

るようである。スキー，器械運動などの技は怪我な

どの危険性があるから別として，その危険性の少な

い球技教育では一般的に後者の指導傾向が強いと見

る。そこには，教員養成大学では一般的にスポーツ

が出来る学習者，出来そうな学習者が多いから，特

に球技では人間優先型の指導方法を教えることが少

なかった傾向も影響していると思われる。それはと

もかく，どの単元においても，その球技が出来そう

にない者は個会の技をほとんどコントロール出来な

いまま，ゲームをしていたようである。

ｂ「早くみんなと同じようにならなければ」という

イメージ

ケームになると技がうまく出来ない者は，多人数
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でする球技のケームならチームに迷惑をかけないよ

うにとボールに触れないようにする者もいると，ま

た出来る者の中には彼らにポールを送らない者もい

ると見聞きする。少人数でする球技のケームの場合

は，枝がうまく出来ない者でもポールに触らないわ

けにはいかず，そしてゲームだから勝とうとして技

の仕方において力を入れ過ぎたり，一気に入れたり

して，その技の達成度（ケームの勝ち負けに直結し

やすい打球の速さなど鎧的なこと）を増そうとする

傾向が強いようである。それまでの球技教育では，

技においても，ゲームにおいても，特にその球技が

出来そうにない者に「早く梁んなと同じようになら

なければ」というイメージを抱かせる指導傾向が強

くあるようで，技をする時に力を入れ過ぎることな

どが彼らの「癖の動き」となるようである。グラウ

ンドストロークの指導の時に学習者みんなが「相手

のＡが打てそうな打球」を打てるように指導しない

と，ＡとＢ，Ｃの共存が少ないと述べたように，

個々の技の指導において人間優先型の指導がない

と，技が出来る者と出来ない者との技習得時の共存

は少なくなり，当然ケームの動き習得時の共存も少

ないままケームをする傾向（技習得とゲーム習得と

の繋がりがほとんどない）が強くなると考える。す

ると特に球技が出来そうにない者は「過程のよさが

なくてもケームに勝てばいい」というスポーツ観を

持つようになると考えられる。さらにケームに勝つ

ことだけをよしとするような成績評価をする傾向が

あると大学生から聞く。彼らが新しい技を学ぶ時

に，「早く承んなと同じようにならなければ」とい

うイメージや先のスポーツ観や癖の動きが，彼らの

能力状態に適する技の仕方のコツを掴めなくなるよ

うに影響すると考えられる。彼らが大学生になって

自分なりに技が出来る段階があり，それを身につけ

ると技やケームの発展も望めることを説明され，指

導されたとしても，「早く染んなと同じようになら

なければ」というイメージや先のスポーツ観からす

ぐには抜けきれないほど，それらが彼らに「染み込

んでいる」と筆者は感じている。

以上が，球技が出来そうにない者が大学生になっ

てテニスを習う時に，習い始めからでもグラウンド

ストロークで｢速い打球を早く打たなければ｣という

イメージを持つように，つまりその習得段階の順序

性を逆転する傾向が生まれるように，それまでの球

技教育が影響していく過程であると考える。特に彼

らに対して，その者なりに段階を追って練習してい

けば技や,ケームが出来ることを,またそれらの発展

が望めることを実感させるように,球技(スポーツ）

教育全体において「指導の一貫性｣‘'がなかったと考

えられる。彼らに授業なんだから（部活動でする球

技ではないのだからという意味),球技は手っ取り早

く手軽に楽しめればいい，楽しめるというイメージ

を植えつけてきたように思われる。もちろん，授業

外では「過程のよさ」がないケームの仕方で楽しめ

るのなら楽しんでもいいだろう。しかし，筆者とし

ては折角10数年間も授業をしているのだからという

気持ちである。

２人間の視覚重視，観念重視の特質と技の仕方の

「形」と「感じ」との関わり

人間には聴覚や触角などよりも視覚を重視する特質

があるだろう。また「観念（歴史や慣習を踏まえて，

あることに関して多くの人間が共有している考え方）

を重視｣副する特質があるだろう。この人間の特質と技

の仕方の「形」と「感じ」の性質との関わりから，先

に考察したそれまでの球技教育において「人間優先型

の指導」が少なく，「課題優先型の指導」が多い傾向に

なることを，また特に球技が出来そうにない者が技を

習う時に「自分が感じたこと」を大事に出来ない傾向

があることを考察していく。そして，それまでの球技

教育の影響ばかりではなく，彼らが「自分が感じたこ

と」を大事に出来ない傾向があることにも，彼らに

とってグラウンドストロークで「速い打球を早く打た

なければ」というイメージがしっかりしたものになっ

ていく背景があることを考察していく。

ａ球技が出来そうにない者は「自分が感じたこと」

を大事に出来ない傾向がある

技の仕方を伝えるには,技の仕方の｢形｣と｢感じ」

を伝える必要がある｡前者は言葉でも説明しやすい

し，示範をすると学習者によく見える内容である。

例えばグラウンドストロークのスイングの軌跡，ス

イング中のインパクトポイントなど，外から見られ

ることである。だから｢形｣といっても物のように固

定されたものではなく，運動経過を含む形である。

複雑な動きや，速い動きの技では，その｢形｣も見え

にくい者もいるだろう。その時はゆっくりした動き

やポイントを強調する動きで示範する必要があるだ

ろう。後者は言葉でも説明しにくいし，示範をして

も,特にその技が出来そうにない者(例えば力の入れ

方などに癖の動きのある者）には伝わりにくい内容

である。技をする時の力の入れ方のタイミングや入

れ加減,始動のタイミングなどで,運動経過を外から

ただ見るだけで分かる内容ではなく，それを観て，

いわば内から感じ取る内容である｡もちろん,｢形｣と

「感じ｣が一体化されて技が表現されるのである。
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球技における技の仕方の「形」と「感じ」を伝え

る時のことを，グラウンドストロークを例に考えて

承る。グラウンドストロークを習う時に，すでに学

習者はテニスの試合をテレビなどで見ていることか

ら，おそらくそれの一般的な仕方であるラケットを

振り抜いてポールを打つという運動経過を含むスイ

ングの「形」（図式技術）のイメージを持っているだ

ろう。ラケットを振り抜くイメージを持っているの

だから，スイングのスピードや力の入れ方などの

「感じ」にも，図式技術に連動する「感じ」のイ

メージがその者にあるだろう。グラウンドストロー

クの図式技術のイメージを持つことは，それが出来

そうにない者にとってはある程度の打球の速さも，

図式技術のイメージでの仕方のコツも同時に求める

習い方のようである。彼らのレディネス不足の状態

などから，１週間１回の授業で習い始めからこの習

い方（筆者の考える指導をしても，その学習者が図

式技術のイメージを持っていること）では，彼らが

そのコツを掴むことは到底無理なことで，打球の速

さだけを求める結果になるようである。この習い方

は「グラウンドストロークの指導は素振りから」と

言われていたやり方であろう。まだ町中のレッスン

場などで指導者が緩い打球の球出しをするが，習っ

ている初心者がラケットを振り抜いて打球をコント

ロール出来ないまま，結構速い打球を打つ一本打ち

をしている光景を見かける。その初心者が出来そう

な人で，１週間に何回か練習し，それを何週間か続

けるのならそれでもいいのかも知れない。しかし，

それでもこの初心者はこの後，誰とどんなラリーを

するのだろうかと筆者は心配である。

出来そうにない者はＩグラウンドストロークの図式

技術のイメージを持つことで，グラウンドストロー

クは「こうするもの」というイメージを，つまりグ

ラウンドストロークで速い打球を打たなければとい

うイメージを持つようである。そこに先に考察し

た，それまでの球技教育のあり方の影響による「早

く承んなと同じようにならなければ」というイメー

ジや「過程のよさがなくてもケームに勝てばいい」

というスポーツ観などを彼らが持っていることが重

なり，グラウンドストロークで「速い打球を早く打

たなければ」というイメージがしっかりしたものに

なるようである。そしてそのイメージが一種の観念

になって，その内容が彼らにとって「変だな，おか

しいな」とは感じ取れなくなっているようである。

彼らはグラウンドストロークを実践して，それの仕

方の特に「感じ」に関する「自分が感じたこと」

を，さまざまな思いが含まれている「速い打球を早

鵜川

く打たなければ」という観念に縛られ，大事に出来

なくなっている現象があると見る。この現象がある

限り，彼らはグラウンドストローク習得において，

ラケットの振り出しのタイミングを合わすこと，力

の入れ方をうまくすることなどの重要さをなかなか

実感できないようである。他の技の学習において

も，例えばバドミントンのロングサーピスやバレー

ボールのアンダーサービスなどを習う時，出来そう

にない者は始動を一気にして，スイングの軌跡が一

般的なそれから違い過ぎたり，ラケットや手にポー

ルがきれいに当たらなかったりすることに，同じよ

うな現象が起こっていると見ている。

ｂ技の仕方の「感じ」を伝えることの難しさ

技の仕方の「感じ」は「形」に比べると初めから

伝えにくい，伝わりにくい（感じ取りにくい）性質

がある。ある技の仕方の「形」と「感じ」を出来そ

うにない者に伝える時，その者の能力状態に適する

その技の仕方の「形」は変形する必要があっても，

図式技術からそれほど大きく変形することはないだ

ろう．しかし，技の仕方の「感じ」は，技によって

は，また習う者の状態によっては，その技がある程

度出来る者の「感じ」と比べても，かなり違うもの

になるだろう。例えばグラウンドストロークで緩

い，短い打球を打つ「感じ」のようにである。つま

り，「形」を伝えるにもそうであるが，特に「感じ」

を伝えるには教師の主観で伝え，その学習者の主観

で感じ取ることが重要になってくるということであ

る。例えば，その学習者がよい打点でポールを打て

たかどうかを教師の主観で判断して，打点が遅過ぎ

るなどと指示を出し，またその指示を学習者は自分

の主観で判断して修正しようとするのである。この

よい打点，つまり「形」の場合には，客観的な基準

があるから指示を出し易いだろう。しかし，緩い，

短い打球を打つには，ラケットの振り出しのタイミ

ングをもっと早めにとか’インパクトでもっと力を

ゆっくり入れるようにと「感じ」に関する指示を出

すには，よい打点ほどはっきりした基準はないか

ら，また出来そうにない者の状態は様々だから，特

に教師の主観（教師自身のグラウンドストロークを

してきた経験，出来そうにない者を指導してきた経

験などによる主観）に重要な役目があり，難しさが

ある。極論すれば，先に挙げた「人間優先型の指

導」とは，技の仕方の幅広い内容がある「感じ」

も，「その」出来そうにない者に適するように伝え

る努力をする指導も含まれると考える。それまでの

球技教育の短期間で多人数に技を指導してケームを

する傾向がある上に，人間の視覚唾視の特質と技の
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仕方の「形」の見えやすい，示しやすい性質が結び

つくと，図式技術に学習者みんなをはめ込むような

「課題優先型の指導」傾向になってしまい，その出

来そうにない者に適する技の仕方の「感じ」を伝え

る指導は少ないだろう。さらに技やケームの仕方に

関するさまざまな観念に，球技が出来そうにない者

は縛られる傾向が強くあり，特に技の仕方の「盛

じ」に関して「自分が感じたこと」を大事に出来な

い傾向がある。これでは彼らに適するその技の仕方

の「感じ」を伝えることはさらに難しいだろう。

Ⅵおわりに

大学一般体育の授業で，グラウンドストロークが出

来ない者がいるのは，どうしてかを考察してきた。そ

の大きな要因は，それまでの球技教育で技を，ケーム

を習う時に，今までのスポーツ教育や学校体育の歴史

を踏まえて作られてきた技，ケーム，スポーツ，それ

らの指導方法などに関する観念や慣習を重視するあま

り，特に球技が出来そうにない者が技やケームを実践

した時に「感じたこと」を，その本人も含め，み､んな

が大事にしなかった，出来なかった傾向，つまり「指

導の一貫性」が少なかった傾向にあると考えられる。

例えば「早く染んなと同じようにならなければ」とい

う観念に，球技が出来そうにない者が縛られ，ケーム

で力任せででも，偶然にでもポイントを取ること（そ

れも気持ちいいことなのかも知れない）を急ぎすぎ

て，ゆっくり時間をかけて「身体も気持ちいい」と感

じられる技の仕方を身につけさせよう，つけようとす

る指導，学習が球技教育において少なかったというこ

とである。いわばマニュアル化された指導方法では，

技が出来ない者がその方法で指導されてきて，彼らが

そのマニュアルを当たり前と思っていることのようで

ある．そこには，本質的には運動研究と運動（技，

ケームなど）の指導実践との関わりはどうあるべき

か，またその運動研究のあり方はどうあるべきかとい

う問題が関与してくると考える。今後の課題とする。

なお，筆者が平成８年度に教養部から教育学部に転

属してきたこともあり，将来，体育教師，小学校の教

師になる学生のことも意識して本論をまとめたことを

つけ加えておく。

Ⅶまとめ

l）クラスの中には,よい打点を予測できない,スピー

ド感覚が少ないなどのグラウンドストロークに対し

て「レディネス不足｣の状態があったり，スイングを

する時に力を入れ過ぎてしまうなどの「癖の動き」

を持っている,いわゆる出来そうにない者が少数だ

が大抵いる。彼らにもその者なりにグラウンドスト

ロークで打球を安定してコントロール出来ることを

望んだ｡そのためには,クラスの承んなが彼らが打て

そうな緩い，短い打球をコースも安定して打てるコ

ツを身につけて，それを習得する時に彼らと｢共存」

出来る必要があると考えた｡つまり,打球の速さの求

め具合は場面に応じての程度問題であることを認

め，打球をコントロール出来るコツを身につけてか

ら打球の速さを求めるというグラウンドストローク

の｢習得段階の順序性｣を踏むことを学習者に望ん

だ。

２）出来そうにない者はグラウンドストロークの習い

始めから,速い打球を打つ傾向が強く，また出来そう

な者，出来ている者も打球を安定してコントロール

出来ること（相手の出来そうにない者が打てそうな

打球をコントロール出来ることも含む)よりも,先に

速い打球を求める傾向が強いようである。だから筆

者の望むグラウンドストロークの｢習得段階の順序

性｣を逆転する傾向があり,それを習得する時に,出

来そうにない者同志はもちろん,彼らと他の者との

「共存｣が少なかった傾向がある。ここに筆者と学習

者の間に隔たりがあり，特に出来そうにない者はレ

ディネス不足の充足も,欠点の修正も,癖の動きの修

正も出来ないで，打球をコントロール出来るコツを

身につけられない｢悪循環｣を起こしていたと考え

る。

３）特に，出来そうにない者はレディネス不足である

のに，ラリーが続かないのに習い始めからグラウン

ドストロークで「速い打球を早く打たなければ」と

いうイメージを持っているようである。そこには，

短時間に多人数に技を指導してゲームをさせる傾向

がある，それまでの球技教育が影響していると考え

る。この傾向では，球技が出来そうにない者の能力

状態に適する段階を追っての技の仕方，ゲームの仕

方の指導は必然的に少なく，彼らは個為の技がコン

トロール出来ないままケームをするようで，「早く

ふんなと同じようにならなければ」というイメージ

を抱くようである。ケームをすると，どうしても勝

とうとして技の達成度を力をたくさん使うことなど

で示そうとして，技をする時に力を使い過ぎるなど

の「癖の動き」を，また「過程のよさがなくても

ケームに勝てばいい」というスポーツ観を，彼らは

持つようである。つまり，それまでの球技教育で，

特に彼らがケームで力任せででも，偶然にでもポイ

ントを取ること（それも気持ちいいことなのかも知
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れない）を急ぎすぎて，ゆっくり時間をかけて「身

体も気持ちいい」と感じられる技の仕方を身につけ

よう，つけさせようとする「指導の一貫性」が少な

かったことが，彼らが大学生になってグラウンドス

トロークを習う時に「速い打球を早く打たなけれ

ば」というイメージを持つことに影響していると考

える。

4）技の仕方を伝えるには，その仕方の「形」と「感

じ」を伝える必要がある。前者は示範をすると外か

ら見られる，例えばスイングの軌跡とか，スイング

中のインパクトポイントなどで，運動経過を含む形

である。後者は技をする時の力の入れ方，始動のタ

イミングなどで，示範を観ていわば内から感じ取る

内容である。３）で述べた球技が出来そうにない者

へのそれまでの球技教育の影響には，特に技の仕方

の「感じ」を彼らに適するように伝えることの難し

さも大いに関わると考える。彼らに適する「感じ」

を伝えるには，その基準が「形」ほどはっきりして

いないことや，彼らの状態は様々であることから，

それを伝える時に特に教師のその技の運動経験，指

導経験を基にした主観に重要な役目があり，それを

伝えることの難しさがある。短期間に多人数に技を

指導する環境もあり，その役目を果たすことは，な

お難しいようである。彼らには３）で述べたように

「早くぷんなと同じようにならなければ」というイ

メージなどがあり，人間の観念重視の特質から，そ

れらのイメージが一種の観念となるようである。彼

らがある技を習う時に，それらの観念に縛られ，特

にその技の仕方の「感じ」に関する「自分が感じた

こと」を大事にできなくなる傾向があり，彼らに適

する「感じ」を伝えることの難しさが更に加わるよ

うである。彼らがグラウンドストロークを習う時に

も，まさに彼らに適するグラウンドストロークの仕

方の「感じ」を伝えることの難しさがあると考え

る。
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